




で
さ
せ
最
寄
の
神
社
に
合
併
す
る
よ
う
指
導
し
、
一
方
人
民
の
信
仰
に

よ
り
其
の
侭
据
置
く
場
合
に
は
、
受
持
ち
の
神
官
を
定
め
永
績
方
法
を

立
て
た
時
は
、
据
置
願
を
出
さ
せ
存
置
を
認
め
た
。
し
か
し
、
永
続
方

法
の
な
い
神
社
は
、
合
併
・
移
転
の
処
置
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

明
治
十
六
年
の
「
神
社
検
査
書
類
」
に
、
据
置
願
と
永
績
方
法
を
提

出
し
存
置
を
認
め
ら
れ
た
神
社
、
及
び
、
合
併
又
は
移
転
を
決
め
ら
れ

た
期
日
ま
で
に
行
う
と
言
う
確
約
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す

る
。

波
止
場
神
社
据
置
願

速
見
郡
別
府
村

字
北
町
下
銀
座
無
格
社

一
波
止
場
神
社
祭
神
気
長
足
姫
命
三
筒
男
ノ
神
倉
稲
魂
命

大
物
主
命
菅
原
道
真
公
事
代
主
命

市
杵
島
姫
命

由
緒
明
治
三
庚
午
六
月
別
府
港
新
築
二
付
波
止
場
永

遠
守
護
ノ
為
メ
鎮
座

神
殿
竪
三
間

横
弐
間

3４

綴
ら
れ
て
い
る
。
合
併
届
を
見
れ
ば
合
併
理
由
が
分
か
る
が
残
念
で
あ

る
。

し
か
し
、
他
社
の
合
併
理
由
を
見
る
と
「
右
ハ
御
一
新
巳
束
神
道
振

興
之
折
柄
頚
敗
之
社
殿
ハ
速
二
修
繕
相
加
へ
可
申
虚
数
社
有
之
往
々
修

繕
ハ
勿
論
祭
典
且
掃
除
等
一
一
至
ル
迄
不
行
キ
届
不
敬
二
相
成
奉
恐
入
候

敬
神
之
御
旨
趣
一
一
基
キ
合
併
仕
度
何
卒
後
許
容
被
成
下
候
様
此
段
奉
願

候
以
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
明
治
八
年
十
月
三
日
甲
第

九
十
五
読
「
神
社
合
併
願
云
々
達
」
で
合
併
の
雛
形
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
文
言
と
同
じ
で
あ
る
。
雛
形
に
は
、
理
由
の
あ
と
に
□
で
囲
ま
れ

た
「
末
文
ハ
其
大
暑
ヲ
記
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
文
意
ノ
添
削
ハ
適
宜
認
ム
ヘ

キ
事
」
の
文
章
が
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
合
併
理
由
の
文
言
は
変
更

し
て
も
良
い
が
、
多
く
が
こ
の
文
に
な
っ
て
い
る
。
天
神
社
も
同
じ
理

由
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

各
惣
代
連
署
、
受
持
ち
神
官
、
区
戸
長
の
署
名
捺
印
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
小
洞
に
氏
子
や
受
持
ち
神
官
が
居
た
が
ど
う
か
は
、
疑
問
が

存
す
る
。
大
分
県
庶
布
第
七
号
「
社
寺
合
併
云
々
布
達
」
の
合
併
等
の

雛
形
を
見
る
と
、
合
併
届
に
は
、
惣
代
、
神
官
、
区
戸
長
の
署
名
捺
印

の
欄
が
無
い
が
、
据
置
願
や
自
祭
之
神
洞
へ
衆
庶
参
拝
願
に
は
、
惣
代

（
三
人
以
上
）
・
願
主
、
神
官
、
区
戸
長
の
署
名
捺
印
と
な
っ
て
い
る
。

大
分
県
は
、
達
三
十
七
号
の
通
達
に
よ
り
、
該
当
す
る
小
洞
を
届
出





一
小
社
一
一
至
迄
鳥
居
ハ
必
相
建
度
事

波
止
場
神
社
は
、
こ
の
条
文
の
「
村
社
二
非
サ
ル
社
」
に
当
た
る
為
、

通
達
に
合
わ
せ
て
五
坪
の
拝
殿
を
新
築
し
据
置
を
願
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
倭
随
ニ
シ
テ
一
般
神
社
へ
難
比
二
付
」
と
あ
る
が
、
据
置
願

を
出
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
神
社
明
細
帳
に
登
載
さ
れ
一
般
神
社
と
し
て

公
認
さ
れ
た
。
公
認
の
根
拠
は
、
岡
山
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
明
治
十
年

七
月
十
一
日
付
け
伺
い
に
た
い
す
る
内
務
省
指
令
を
紹
介
す
る
。

岡
山
県
が
提
出
し
た
伺
い
の
内
容
は
、
存
置
神
社
は
人
民
の
情
願
に

依
っ
て
存
置
を
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
一
般
神
社
と
は
同
列
に
置
き

難
い
か
ら
、
神
社
明
細
帳
に
編
入
し
て
は
い
け
な
い
と
岡
山
県
は
判
断

し
、
こ
の
判
断
に
立
っ
て
伺
い
を
出
し
た
。
そ
の
回
答
で
あ
る
。

内
務
省
指
令

書
面
人
民
情
願
一
一
因
り
存
置
聞
届
候
向
ハ
明
細
帳
へ
編
入
シ
地

所
ノ
儀
ハ
民
有
地
一
一
可
帰
証
左
無
之
候
ハ
、
官
有
地
第
一
種
二
編

入
反
別
取
調
届
出
候
儀
卜
可
心
得
事

但
道
路
堤
塘
等
二
有
之
分
ハ
地
種
其
侭
据
置
候
儀
卜
可
心
得
事

（
明
治
初
年
に
お
け
る
小
詞
処
分
と
無
格
社
・
森
岡
清
美
著
）

こ
の
指
令
を
読
む
と
「
存
置
間
届
候
向
ハ
明
細
帳
へ
編
入
シ
」
と
あ

る
の
で
、
存
置
神
社
も
明
細
帳
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
波
止

3６

一
同
拾
円
佐
藤
増
太
郎
④

一
同
拾
円
永
井
重
太
郎
⑳

一
同
拾
円
秀
吉
④

堀

合
計
金
百
円
也

右
之
通
寄
附
致
候
也

住
民
の
信
仰
に
よ
り
も
り
立
て
て
行
く
神
社
（
小
洞
）
は
存
続
を
許

可
さ
れ
た
。
据
置
理
由
に
「
拝
殿
新
築
ノ
上
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

明
治
八
年
六
月
二
十
七
日
「
無
読
神
社
云
々
告
諭
」
に
次
の
様
な
条
文

が
有
る
。
（
抜
粋
）

一
郷
村
社
以
下
社
殿
ノ
坪
数
左
之
通
相
定
候
候
以
後
造
営
之
節

ョ
リ
右
之
目
途
ヲ
以
願
出
相
成
度
事

但
頚
廃
ノ
小
社
石
洞
等
ノ
分
ハ
早
々
造
営
相
成
度
事

郷
社
神
殿
三
坪
以
上

拝
殿
拾
坪
以
上

村
社
神
殿
壷
坪
以
上

拝
殿
六
坪
以
上

村
社
二
非
サ
ル
社
神
殿
三
尺
四
面
以
上

拝
殿
三
坪
以
上

一
郷
村
社
ハ
勿
論
其
他
ノ
小
社
タ
リ
ト
モ
神
殿
拝
殿
共
桧
皮
粉

銅
瓦
葺
之
内
二
修
繕
ノ
節
ョ
リ
相
改
度
候
事
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